会　議　記　録

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第1回高松市文化芸術振興審議会

	開催日時
	平成26年2月19日(水)　17時30分～18時45分

	開催場所
	高松市役所　11階　114会議室

	議    題
	(1)会長・副会長の選任について

(2)文化芸術振興条例および文化芸術振興計画の概要について
(3)今後のスケジュールについて
(4)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	青山委員，池田委員，鹿庭委員，鎌田委員，木ノ下委員，小西委員，島田委員，多田委員，佃委員，橋本委員，林委員，若井委員

計12人(3人欠席)

	傍 聴 者
	     0  人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

(1) 会長・副会長の選任について

　高松市文化芸術振興審議会規則第２条第２項の規定に基づき，委員の互選により，橋本委員が会長に選任された。

会長は，同条例第２条第２項の規定に基づき，島田委員を副会長に指名した。

また，橋本会長から，本日ならびに今後の会議について，原則公開とすることを説明し，委員全員がこれを了とした。
(2) 文化芸術振興条例および文化芸術振興計画の概要について

2013年12月に制定された高松市文化芸術振興条例に基づき，本市の文化芸術の振興に関する施策を総合的・計画的に推進するための「文化芸術振興計画」策定に関する考え方について事務局から説明し，次のとおり意見があった。
(委員)

・この審議会で，予算にも触れていくのか。
(事務局)

・平成27年度当初予算に，この計画を反映させていきたい。
(委員)

・事業一覧の組織体系および市としての優先順位をつけた上で，審議会として検討したい。
・振興計画は，高松市の個性が見えて来るものにしたい。

・行政側からだけの施策ではなく，市民の声を反映した振興計画にしたい。
・人材のデータバンク化（←他委員より，慎重論有）
・大学と地域の連携により，学生や教師の力を還元する。

・トリエンナーレである瀬戸内国際芸術祭の間をつなぐ事業を市として開催する。

・八十八か所のおもてなしを理念に，小さいエリアだからこそできることをする。
・ヨーロッパの音楽等のフェスティバルに見るように，産業や観光につながっていくものもある。
・子どもたちに高松市に対する愛着・誇り(シビックプライド)などを伝えていく。

・行政はプラットフォームとして，機会やソース(資源)を設計していく。

・自己満足に終わらず，成果を求めるものとして，将来の高松市をどうデザインしていくのか，情報発信の面から貢献したい。
・香川県，高松市は優れた建築とアートがあり，それには教育が必要。

・物語が浮かび上がる計画，そこには独自性も必要。

・目標設定を数値化することは難しい。

・多様な視点があるので，いろいろな意見を聞きながら，慎重にしたい。

・資料に記載されているキーワードの主体が誰なのかをクリアにして，振興計画に向かいたい。



	(3) 今後のスケジュールについて
（事務局）

・資料に添って，平成26年8月の振興計画策定までのスケジュールについて説明。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	(4) その他について

　　事務局より，次回会議について，３月２６日（水）午後６時の開催予定とすることを，委員全員が了とした。

　　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することとした。

以　上




